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ガバナー就任挨拶

国際ロータリー第2560地区

2020-21年度

ガバナー 佐藤 真（村上岩船）

国際ロータリー第2560地区2020-21年度ガバナー就任のご挨拶を申し上げます。

2019年4月、第一分区会長幹事からの強い推薦により、ガバナー輩出輪番制導入
後の初のガバナー候補として、皆様よりご指導ご協力を頂戴しながら、準備を進め
てまいりました。本年1月にサンディエゴでの国際協議会を修了し、希望を胸に帰
国した矢先のCOVID-19感染拡大、やがて緊急事態宣言が発出され、まるで出口の見
えないトンネルの入り口に立たされた思いでした。面前での諸会合も制限され、結
果としてPETSや地区研修・協議会を映像と紙資料による初めての自主研修へと舵を
切ったことも苦渋の決断でした。未だ感染第2波の懸念はありますが、種々の苦難
を乗り越え、ガバナーとして新年度を迎えることが叶ったのも、偏にガバナー補佐、
クラブ会長幹事、地区役員をはじめとする、地区ロータリアン全員の暖かく力強い
ご支援の賜物と心から厚く感謝申し上げます。

2020-21年度ホルガー・クナークRI会長のテーマは“ロータリーは機会の扉を開
く”です。私たちはロータリーを通じてもたらされる多くの機会を活かし、無限の
可能性を得られ、その活動がどこかで誰かのための機会の扉を開けると述べられま
した。

私の地区運営方針は“ロータリーで良いことをしよう”です。私たちは、四つのテ
ストで同じ価値観を共有する仲間として活動し、その一つ一つが“良いこと”であ
ると考えています。ロータリー活動を通じて、機会の扉を開き、良いことをしま
しょう。クラブで、地域で、地区で、日本で、そして世界で良い奉仕活動を行いま
しょう。

先のRI理事会では、会員の健康と安全を最優先に考慮し、会員に感染者が発生し
ないよう、また出席を快く思わない会員に対する配慮として、出席を義務としない
ことが決議されました。COVID-19は、世界中で人類がかつて経験したことのない程
の危機とも言われていますが、ロータリーは115年の歴史の中で、世界大戦、世界
恐慌や他の脅威に打ち勝ってきた経験があり、技術と団結を以て乗り越えてきた歴
史に照らせば、この危機も乗り越えられると信じています。RIでもこの有事におけ
るコミュニケーション方法としてオンラインの重要性が唱えられています。私もIT
に乏しく、不安な心境でZoomの扉を開きましたが、経験を重ねるに従い慣れ、今で
は私の便利ツールのひとつとなっています。ぜひ皆さんもこの機会を活かし、新し
い扉を開いて頂きますようお願いします。

最後に、私は今年度地区ガバナーとして、RI会長の言葉を皆様に伝えながら、
ロータリーの奉仕活動の主役である、クラブの支援に全力を挙げて取組んでいく所
存でございます。皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。
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佐藤年度スタートにあたって

国際ロータリー第2560地区

2020-21年度

直前ガバナー 大谷 光夫（高田）

国際協議会からお帰りになられた直後、佐藤ガバナーにCOVID-19が降って湧いて
きました。PETS、地区研修・協議会どうされていくのかお悩みになられたこととご
推察申し上げます。

ご英断により、映像資料配布・受講レポートの提出という形で開催されましたが
過去に例を見ない初めての方法でした。渡邊地区幹事はじめそれぞれの実行委員会
の皆様が知恵を絞られて地区内に佐藤ガバナーが考えられていることを浸透させら
れたのでなないかと敬意を表わしたいと思います。

年度目標は「ロータリーで良いことをしよう」とされております。この目標達成
に向け、まずクラブから、そして地域へ、世界へとその活動を広げていただけるも
のと期待しております。

COVID-19禍の中での公式訪問はじめ各種イベントの日程が組み込まれております
が、長いようで短い一年であります。体調には十二分に気をつけていただき、輝か
しい佐藤年度となられますようご祈念申し上げます。

RID2560 ガバナー月信2020.07
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佐藤年度スタートにあたって

国際ロータリー第2560地区

2020-21年度

ガバナーエレクト 高尾 茂典（新潟中央）

国際ロータリー第2560地区2020-2021年度ガバナー“佐藤真丸”の船出、誠にお
めでとうございます。

サンディエゴで行われた国際協議会で発表された「ロータリーは機会の扉を開
く」のRI会長テーマのもと、佐藤ガバナーはRI2560地区方針「ロータリーで良い事
をしよう」を掲げられました。

佐藤ガバナーの“様々な機会は自らの手を差し伸べなければ得ることは叶わな
い”のお考えを大切にして、私自身ガバナーエレクトとして準備を進めて参る所存
です。

RI第2560地区の全ての会員の皆様に地区運営に対するご理解とご協力を頂き、特
に第2分区の皆様には、各クラブ会長の皆様を通じ地区運営組織のメンバーに加
わっていただくお願いをしながら、地区各クラブが活発に活動できる地区組織造り
に取り組みたいと考えております。よろしくお願いいたします。

今年は世界各地がCOVIT-19(新型コロナウィルス)の感染拡大に見舞われた大変な
状況の中、地区運営においてもPETSそして地区研修協議会と、各クラブ次年度会
長・幹事始め会員の皆様との大切な次年度準備のための行事が思うように開催でき
ずご苦労なさっていらっしやると拝察申し上げます。

しかしこの状況だからこそ、クラブ運営のあり方、例会の進め方など、クラブの
運営方法で学ぶべきことも多くあると思います。

社会の様々な所で新型コロナウィルスが影響を及ぼしているこの難しい状況の中
においても、我々会員は日々の業に励み行動人として活躍しなくてはなりません。

奉仕活動に積極的に取組むことで連帯感が高まり、親睦がロータリー本来の型に
なります。

ロータリアンとして、今出来ることを進めて参りましょう。

最後に、佐藤ガバナー・渡邊地区幹事を始めガバナー事務所スタッフの皆様、大
きな活躍が期待されているガバナー補佐の方々、地区全クラブの会長始め会員の皆
様のご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。

これから私共ガバナーエレクトスタッフ全員で、しっかり勉強を重ねながら準備
を進めて参ります。

皆様のご理解とご協力を重ねてお願い申し上げます。

RID2560 ガバナー月信2020.07
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佐藤年度のスタートにあたり

国際ロータリー第2560地区

2020-21年度

地区幹事 渡邊 明紀（新発田）

第1分区でのガバナーノミニー選出は困難を極めたと伺っています。9クラブの会
長幹事会でガバナー輩出輪番制の責任を果たすとの強い意志のもと、ガバナー選出
委員会を設置し、不可能な理由よりも可能性を模索し、佐藤真ガバナーが誕生しま
した。半年を費やした末の合意事項は、大役を引き受けられた佐藤真ガバナーを
“第1分区全体で支える”という契りです。当時の大変なご苦労は側聞していまし
たが、私にとってはまるで遠い世界の話でした。GW前に会長幹事から「新発田クラ
ブとして地区幹事を輩出することになったので、地区幹事としてクラブのために佐
藤真ガバナーを支えてほしい。」との打診があり、亡父ともどもお世話になってい
る新発田クラブが私を必要としているのならば（後に思えば軽率でしたが）と迷い
はありませんでした。地区出向経験もない私にその様な大役が務まるか不安はあり
ましたが、ガバナースタッフの人選を始め、新発田クラブは最初から、そして現在
もあらゆる面で私を支えてくれています。今も五里霧中で儘ならない事ばかりです
が、クラブの強いサポートはとても幸せな事だと日々実感しています。そして更に
幸せに思う事は佐藤ガバナーのお人柄に接した事です。芯が強く一貫していながら、
いつも温かく穏やかに見守り御指導下さっています。ガバナーと私は違うクラブの
所属ですが、この方の為に頑張りたいと素直に思っています。

地区事務所固定化、ガバナー輩出輪番制、資金運営指針の整備など諸先輩たちが
営々と整備してこられた環境のおかげで、辛うじて地区幹事の役目を進め、いよい
よ佐藤年度のスタートとなりました。しかし全く予測もしないCOVID-19感染拡大と
いう事態が生じ、PETS、地区研修・協議会などの開催方法変更や、交換留学生派遣
中止などを始め、委員会の皆さんが計画してくれていた事業が実現出来ず、各クラ
ブでも例会開催が儘ならない事態に直面しています。現時点でも多くの事業催行は
流動的です。しかし、あるRI理事が“2020-21年はロータリーが社会から最も必要
とされる年”と仰っておられました。まさにその通りだと思います。クナークRI会
長のスローガン「ロータリーは機会の扉を開く」、佐藤真ガバナーの地区運営方針
「ロータリーで良いことをしよう」の言葉の通りに、新しい「機会」に臆すること
なく取組み、今できる「良いこと」に邁進して行きましょう。

“疾風に勁草を知る”という言葉があります。激しい風が吹いてはじめて丈夫な
草が見分けられる。苦難にあってはじめて、その人の節操の堅さや意志の強さがわ
かるということです。逆境の中でも佐藤年度のロータリー活動を、凛とした姿勢で
進め、後の方々から良い年度であったと言われる事を目標に、4つのテストを常に
心に留め頑張って行きたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。

佐藤年度を良い年度に！そして第2560地区を更に良い地区へ！

RID2560 ガバナー月信2020.07
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佐藤年度のスタートにあたり

国際ロータリー第2560地区

2020-21年度地区

財務委員 金子 謙(村上岩船)

7月に入ってロータリーの新年度を迎え、佐藤年度がスタートしました。

今年度の地区予算編成につきましては前年度財務状況を見ると大変厳しい面もあり、
入ってきたお金で活動をするという前提のもとで予算編成を致しました。結果とし
て厳しい財政になりましたが、一番大切なことは地区のロータリーの活動を活発に
し、支えるということであり、それを忘れないようにしました。 予算を公表した
時、ガバナー (エレクト)補佐会議、地区運営会議で厳しい指摘も受けましたが、
賛成してくれた方もいらっしゃいました。

私の勉強不足から一時的に混乱させてしまったことをお詫び申し上げます。 編
成し終えた予算も今年に入って思いもよらずCOVID-19によって修正することになり
ました。佐藤ガバナーと密接に協力しながら年度活動方針や考え方を反映させた予
算執行に務めます。

今年度は RI会長ホルガー·クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」という
テーマであり、佐藤真ガバナーは「ロータリーで良いことをしよう」という方針を
掲げました。

ロータリーで良いことを前向きに行い積極的に機会の扉を開いてゆく活動を行っ
てゆく姿勢が大切であると認識することができます。

私は、ロータリー歴が 11年間しかありませんが、前財務委員の水上様を始め地
区事務所の方々の指導を受け、2560 地区の諸先輩方の努力によって積み上げてこ
られた歴史と伝統に微力ながら少しでも寄与させて頂きますと幸せです。

これから1年間よろしくお願い申し上げます。

RID2560 ガバナー月信2020.07
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村上RC60周年記念事業の紹介

2019-20年度村上RC

幹事 横井 賢

私たち村上ロータリークラブは、新発田ロータリークラブ様をスポンサークラ
ブとして、1959年（昭和34年）9月に28名のチャーターメンバーにより創立され、
今年度で60年目の節目を迎えました。

60年と言えば人間の年齢に例えると「還暦」にあたります。還暦という言葉は、
十二支と十干を組み合わせた60種類の干支が一巡し、生まれた時と同じ暦に還ると
いう意味です。村上ロータリークラブは創立以来、先輩諸兄のリーダーシップのも
と様々な活動を精力的に行って参りましたが、60周年を迎えるにあたり今一度初心
に立ち返って地域に役立つ奉仕活動を展開して参る所存です。

本来であれば記念式典・祝賀会で皆様をお迎えする予定でしたが新型コロナウィ
ルスの感染拡大防止の観点からやむなく中止となったことはとても残念なことでし
た。しかし、記念事業として、近年増加傾向にある子どもたちを狙った犯罪などか
ら、児童、生徒を守ろうと防犯カメラを外部からの人通りの多い地域にある市内の
２小学校、１中学校にカメラ４台ずつと記録装置などのセットを寄贈させていただ
きました。防犯カメラは１画面４分割でリアルタイムに確認できるほか、ハード
ディスクに録画データが長期に亘り保存できる仕様になっています。

予想外の新型コロナウィルス感染症により、いまだに先行きが不透明な状況です
が、この事業が子どもたちの安心、安全な学校生活に貢献するものとなれば幸いで
す。

カメラ設置 記録装置設置

RID2560 ガバナー月信2020.07
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第2560地区 2019-20年度5月末 会員数およびMy Rotaryアカウント登録率
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国際ロータリー第2560地区2020-21年度
佐藤ガバナー事務所

〒951-8053新潟市中央区川端町6-53

ホテルオークラ新潟1F

TEL:025-222-2561 FAX:025-222-2565

新潟県最北の第1分区は、長い海岸を有し豊栄・新発田·胎内·村上の各所から
「日本海に沈む美しい夕日」を楽しむことができます。

また「ハマナス」はその海岸一帯、特に瀬波温泉や国の名勝天然記念物に指
定されている笹川流れに多く群生しており、夏にはその可憐な花が彩りを添
えます。

そして日本海にそそぐ川には、秋になるとたくさんの鮭が遡上します。伝統
漁法やふ化技術の伝承はこの地域の鮭文化の礎となっていますが、 その起源
は村上藩の青砥武平治による世界初の自然保護増殖「種川の制」の施行とも
言えます。江戸幕府へ献上されていた鮭は、百種類もの料理法が今も受け継
がれ、冬の食卓を飾る郷土料理です。皇后陛下ゆかりの地として知られる村
上から、令和の皇位継承の重要祭祀「大嘗祭」にも庭積の机代物として塩引
き鮭が供納されました。

この地区バッジは、「日本海の夕日」「ハマナス」「鮭」を用いて第1分区な
らではの季節の移ろいと自然の営みを表現しました。皆様にお楽しみいただ
ければ幸いです。

国際ロータリー2560地区2020-2021年度バッジについて

ロータリーで良いことをしよう


